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荒
屋
　
阿
部
　
勝
子

亡
き
友
を
偲
び
め
ぐ
ら
す
夏
の
宵

寂
し
さ
も
趣
味
に
生
か
さ
れ
花
の
園

秋
の
宵
還
暦
祝
ふ
父
と
母

荒
屋
　
関
　
喜
美
子

今
日
一
日
涼
秋
求
め
る
東
の
風

踊
り
の
輪
久
方
ぶ
り
の
宵
祭
り

吾
亦
紅
靜
か
に
咲
い
て
和
ま
せ
る

菅
越
　
庄
司
　
け
み
子

流
灯
や
水
面
に
ゆ
ら
れ
父
母
送
る

花
の
園
願
ふ
流
灯
夫
婦
愛

初
売
の
西
瓜
た
た
い
て
う
な
づ
き
ぬ

七
日
町
　
青
柳
　
キ
エ
子

母
の
忌
や
蜩
の
鳴
く
夕
べ
か
な

夏
草
の
刈
た
る
夫
の
背
滲
む
汗

一
瞬
の
花
火
明
り
や
闇
に
ほ
ふ

上
台
　
阿
部
　
一
歩

暮
落
て
夜
風
に
聞
こ
ゆ
虫
の
声

好
夫
に
撓
む
稲
穂
の
右
左

秋
愁
や
八
十
幾
年
も
夢
の
跡
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ぶ
ん
げ
い

東京金山会通信 №54

東京金山会 広報担当（藤山善夫）
☎080－5525－0435
　fujiyama.d.siren@ae.auone-net.jp

問
合
せ

東京金山会のページに
アクセス！

１周年を迎えました！「かねやま市」近況報告

　金山町のさらなる活性化へ貢献を目的として、『ふるさと金山で食べた懐かしい味を味わいたい』という思いをお持ちの方たちへ
の機会・場の提供をすべく、金山町地産地消推進委員会様のご協力のもと、2022年７月よりスタートした「かねやま市」。
　金山現地からの物品手配から当日の売場運営まで、はじめはすべて手探りでしたが、東京金山会事務局メンバー全員協力しながら、
また町関係者の方々のご協力もいただき、ひとつずつ課題解決をしながら毎月開催を重ね、おかげさまで１周年を迎えることができ
ました。来訪されるお客様のニーズをとらえながら、ビーナッツをはじめとした特産品、あまこい・ふき水煮・
焼豆腐といった「ふるさとの味」など、開催をかさねるごとに販売ブースの品揃えを質量ともに充実するこ
とができました。今後もさらにお客様を増やしていけるよう、取り組んでまいります。
　新たな集客の工夫として「山形」の旗を会場の入口付近へ掲げております。来訪される方からお話しをう

かがうと「山形」とあるから来訪されたといった形で、我々
が想像する以上に、山形県の知名度は高く好印象をお持ち
の方が多い印象です。「金山」をアピールする際には、例
えば「山形・金山」といった形で「山形」を併記すること
で認知度・印象度を向上を図るなど、「山形」のブランド
力を「かねやま市」に限らず、取り入れていこうと考えて
おります。今後とも「かねやま市」へのご支援、ご協力の
ほど、よろしくお願い申し上げます。▲かねやま市で販売している金山町の特産品

カモナマイハウス（重松清）／極楽征夷大将軍（垣根涼介）／ハンチバック（市川沙央）／
私たちの世代は（瀬尾まいこ）／リラの花咲くけものみち（藤岡陽子）・・・他２冊

※（　　）内作者名
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月

新
刊
本

図　書　室　だ　よ　り

中央公民館内　９：００ ～ １７：００

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
、
さ
ら
に
、
１０
月
生

ま
れ
の
方
に
は
全
員
、
１
匹
あ
た
り

１
０
０
円
割
引
で
提
供
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
当
日
は
、
完
売
分
に
て
販

売
終
了
と
な
り
ま
す
が
、
み
な
さ
ん

に
イ
ワ
ナ
に
触
れ
る
機
会
を
提
供
し

て
、
一
緒
に
記
念
日
を
喜
ん
で
も
ら

い
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、

出
店
ブ
ー
ス
ま
で
生
年
月
日
を
確
認

で
き
る
も
の
を
お
持
ち
で
、
お
越
し

く
だ
さ
い
！！

　
お
会
い
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に

し
て
お
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　
こ
ん
に
ち
は
！
有
屋
の
『
い
わ
な

や
』
を
、
事
業
承
継
す
る
活
動
を
し

て
お
り
ま
す
協
力
隊
の
池
田
で
す
。

過
日
、
一
般
社
団
法
人 

日
本
記
念

日
協
会
様
よ
り
、
神
室
ト
ラ
ウ
ト
フ

ァ
ー
ム
が
提
案
し
た
、
１０
月
７
日
は
、

『
い
い
岩
魚
（
イ
ワ
ナ
）
の
日
』
が

正
式
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
内
水
面
養
殖
業
の
啓
蒙

と
普
及
（
川
魚
養
殖
事
業
者
の
廃
業

が
続
い
て
い
る
た
め
）、
一
人
で
も

多
く
の
方
に
、
川
魚
（
岩
魚
）
に
触

れ
る
機
会
を
提
供
し
、
関
心
を
持
っ

て
も
ら
う
こ
と
で
の
漁
業
振
興
、
里

川
に
渓
流
魚
が
い
る
こ
と
を
常
と
し

た
自
然
環
境
保
護
へ
の
関
心
を
高
め

て
い
き
た
い
と
の
想
い
が
、
尊
重
さ

れ
た
こ
と
で
認
定
と
な
り
ま
し
た
。

10
月
７
日
＝
イ（
1
）・
ワ（
ゼ
ロ
を

輪
っ
か
と
例
え
る
）・
ナ（
７
）の
語

呂
合
わ
せ
で
す
の
で
、
覚
え
や
す
い

と
思
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
今
回
は
、
町
民
の
み
な

さ
ん
に
、
記
念
日
認
定
の
祝
い
と
広

く
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
こ
と

で
、
特
別
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま

す
！！

　
来
る
１０
月
８
日
（
日
）
は
、
グ
リ

ー
ン
バ
レ
ー
神
室
で
行
わ
れ
る
『
産

業
ま
つ
り
』
へ
イ
ワ
ナ
の
塩
焼
き
を

出
店
し
ま
す
が
、
そ
の
際
に
、
１０
月

７
日
生
ま
れ
の
方
は
、
本
人
分
１
匹

▶
１０
／
７
は
「
い
い
イ
ワ
ナ
の
日
」

　
１
９
２
３
年
、
鶴
来
恭
蔵
は
中

学
で
憧
れ
と
な
っ
た
画
家
の
竹
久

夢
二
を
探
す
べ
く
東
京
浅
草
に
来

て
い
た
。
色
覚
異
常
持
ち
だ
っ
た

彼
は
夢
二
の
描
く
藍
に
心
を
救
わ

れ
、
礼
を
し
た
か
っ
た
。
運
よ
く

夢
二
と
会
い
、
礼
と
再
会
の
約
束

を
す
る
も
会
う
こ
と
は
な
く
恭
蔵

に
は
他
に
様
々
な
壁
が
立
ち
は
だ

か
る
。
恭
蔵
と
そ
の
周
り
の
人
が

織
り
な
す
百
年
の
藍
の
旅
路
。

地域おこし協力隊　池田　達哉

１０月７日は「岩魚（イワナ）の日」について報告します！

ニ
ー
チ
ェ
自
分
を
愛
す
る
た
め
の
言
葉

齊
藤
　
孝
／
P
H
P
新
書

百
年
の
藍

増
山
　
実
／
小
学
館

　ぼくはねこ。名前のないねこ。小さい時はただのこ
ねこで大きくなってからはただのねこだ。
　まちの皆は名前をもっている。レオ、げんた、チビ、
つきみ。ハイジ、クララ、じゅげむ、ミミ、しろまる。……
だけどぼくは名前で呼ばれず、さけばれる。やまない
雨の中、心が雨の音でいっぱいになりそうなとき、聞
こえた。「ねえ。おなかすいてるの？」

なまえのないねこ
文：竹下　文子
絵：町田　尚子

森の子ども図書
№212

交流サロンポスト
月～金　１２時３０分～１７時３０分まで
※１２・１・２月は１７時閉館
※祝・盆・正月は休み

＼今月は７冊！／

日々の活動は、
Instagramで
配信中です。
ぜひ、フォロー
のほどよろしく
お願いします。

星
川
　
キ
エ
子

群
青
の
空
へ
光
臨
夏
の
月

旬
伝
ふ
無
人
販
売
茗
荷
の
子岸

　
　
昭
子

天
気
図
は
毎
日
真
っ
赤
に
夏
の
報

草
を
刈
る
対
の
白
百
合
残
し
置
く

高
橋
　
洋
子

自
家
畑
は
虫
と
共
存
夏
野
菜

午
後
の
風
窓
か
ら
入
る
草
い
き
れ

鵜
沼
　
よ
し
子

つ
ん
つ
ん
と
精
霊
蜻
蛉
水
の
輪
打
つ

蘊
蓄
の
添
え
あ
る
メ
ロ
ン
賜
り
ぬ

阿
部
　
一
代

蝉
の
聲
聞
か
ず
じ
ま
い
で
節
変
る

忽
ち
に
芒
の
原
と
化
す
河
原栗

田
　
弥
超

葛
湯
に
は
銀
匙
よ
り
も
竹
の
匙

朱
唇
重
ね
縮
緬
椿
陽
射
し
呑
む

９
月
号
の
高
橋
洋
子
氏
の
作
品
に
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
。
次
の
と
お
り
訂
正
い
た
し
ま
す
。

正
　
午
後
三
時
向
風
吹
く
犬
走
り

誤
　
午
前
三
時
向
風
吹
く
犬
走
り

　
S
N
S
の
時
代
の
中
、
自
信
を

持
て
な
く
な
っ
て
い
る
若
者
へ
送

る
「
世
間
、
常
識
を
度
外
視
し
、

自
分
を
愛
す
る
た
め
の
言
葉
」
が

厳
選
さ
れ
た
一
冊
。
本
質
を
抉
る

重
く
、
深
い
名
言
の
数
々
が
、
蔓

延
す
る
軽
薄
な
言
葉
を
祓
い
、
自

己
承
認
欲
求
を
満
た
す
ゲ
ー
ム
で

失
わ
れ
た
自
己
肯
定
を
取
り
戻

す
。
哲
学
者
ニ
ー
チ
ェ
著
作
を
40

年
以
上
読
み
続
け
た
斉
藤
孝
氏
が

解
説
付
き
で
紹
介
す
る
。

え
ぐ


